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 National Graduate Institute for Policy Studies (GRIPS) 
Professor Jun Iio 
審査委員会を代表し、以下のとおり審査結果を報告します。 
On behalf of the Doctoral Thesis Review Committee, I would like to report the result of the Doctoral 











Policy Professionals Program 
審査委員会 









































博士（政策研究）Doctor of Policy Studies 
論文提出日 
Submission Date of the 
Draft Dissertation 
2019年 11月 19日 
論文審査会開催日 
Date of the Doctoral Thesis 
Review Committee 
2019 年 12月 20日 
論文発表会開催日 
Date of the Defense 
2019年 12月 20日 
論文最終版提出日 
Submission Date of the 
Final Dissertation 
2020年 2月 20日 
審査結果 
Result 
       合格       不合格 
       Pass       Failure 
※ タイトルが英文の場合、文部科学省に報告するため、和訳を付してください 
Please add a Japanese title that will be reported to MEXT. 
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 第 8 章では、地理的表示保護制度の実施に関して登録の現状や効果を整理するとともに、これ
まで実施上で生じた問題点等を整理し、今後解決すべき課題が検討される。その結果、制度実施
上の課題として、生産地に帰せられる特性との関係で登録に疑問が呈されている登録事例が生じ









































2. 審査報告 Notes from the Doctoral Thesis Review Committee (including changes required to the 
thesis by the referees) 




























 論文の評価について、審査員の投票の結果、中央値が 5 となったので、改善のために必要な修
正について主査が確認することを条件に、合格とすることが決定された 
3. 最終提出論文確認結果 Confirmation by the Main Referee that changes have been done to the 
satisfaction of the referees 
 審査委員会において最終稿の確認に関する委任を受けた主査が、修正のうえ再提出された
論文を点検し、指摘に対して所要の修正が適切に反映されていることを確認した。 
4. 最終審査結果 Final recommendation 
 審査委員会は、本論文が、農産物の地理的表示保護制度の創設過程について、詳細な事例研究
として優れた価値を持ち、省庁間調整のあり方について新たな知見を加えるものであることを認
めるともに、政策内容についても政策手段の観点から、情報を手段とする政策の特徴を指摘した
ことを評価し、優れた事例研究として、本学の博士論文としてふさわしいと評価した。そこで、
審査委員会として、内藤惠久氏に、博士（政策研究）の学位が授与されるべきであると結論す
る。 
